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　中国の消費者の行動・意識変化の背景には、経済発

展とそれに伴う所得水準の向上、環境汚染の深刻化、

ネットやモバイル環境の進展、「80後（バーリンホウ

／1980年代生まれ）」や「90後（ジョウリンホウ／90

年代生まれ）」といった一人っ子世代の台頭、一人っ

子政策の緩和、節約令の制定などがある。

　三菱総合研究所では、こうした消費者の動向を明ら

かにするため、中国都市部の女性210人を対象とした

常設型MROC「中国女性パネル」を昨年８月より開始。

中国の男女３万人を対象とした約1800問の「中国生

活者調査」を昨年12月に実施した。

　今回はこれらの調査結果や中国市場に関する諸レポ

ートなどに基づき、最近の中国の消費動向を特徴づけ

る最新10トレンドを抽出した。

１．二線・三線都市消費

　中国では都市をGDPや一人当たり所得、大学数、

国際線本数、大企業の進出数などにより、一線都市か

ら五線都市に格付けしている。

　最近では経済発展に伴い、最上位の一線都市（北京、

上海、広州など）に続く二線都市（東莞、南京、蘇州

など）や三線都市（紹興、嘉興、舟山など）の消費が

活発化。ルイ・ヴィトンやグッチ、プラダなど有名ブ

ランドの新規出店が相次いでいる。これらの都市はフ

ァッションの流行が一線都市より３～５年遅れる傾向

にあり、そのブームがちょうど今、訪れつつある。

　2013年の中国主要都市の住民１人当たり可処分所

得ランキングをみると、30位までの中に三線都市が

13都市も入っている。三線都市は住居費や物価が安

く、生活費が一線・二線都市より少なくて済むため、

消費水準は二線都市並み。ただ、一線・二線都市に比

べて直営店が少ないため、ネットショッピングが流行

している。仕事や生活環境の制限でパソコンを使う機

会があまりないので、スマートフォンを利用してモバ

イルショッピングをする人も多いとみられる。

２. 健康消費

　中国では経済成長を重視した結果、PM2.5（微小粒

子状物質）が猛威を振るうなど、環境汚染問題が深刻

化しており、健康を守るための消費も活発だ。

　PM2.5濃度は日本や米国の環境基準を大幅に上回る

水準で推移している（図表１）。健康被害も頻発して

おり、対策商品の売り上げが好調だ。空気清浄機は

13年の販売数が前年比90.5％増の240万台。中国最大

のネット通販サイト「淘宝網（タオバオ）」では、13

年にマスクや空気清浄機、室内でジョギングするため

のトレッドミルといったPM2.5対策商品を8.7億元（約

140億円）売り上げた。

　河川や地下水の汚染も深刻。家庭での水質汚染対策

として、13年の浄水器販売台数は428万台と前年比45

％増えた。中国病気予防コントロールセンターによれ

ば、浄水器の普及率は欧米の90％、アジア途上国の

70％に対し、中国はわずか２％程度であり、今後も

　中国の消費者の意識や行動は、経済発展やインターネットの普及、一人っ子世代の台頭、政府の諸政策
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図表１　北京のPM2.5濃度の推移

出所：在中国米国大使館
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急成長を続けるだろう。

３． ネット消費

　中国における13年のネット通販市場は、前年比42

％増の１兆8500億元（約30兆円）に伸びた（図表２）。

淘宝網は昨年11月11日の光棍節（独身の日）のセー

ルで、350億1850万元（約5800億円）の売り上げを記

録。１日で楽天グループの13年の売上高（5186億円）

を超えたことになる。

　ネット通販の拡大の背景として、家電企業だけでな

く、他の様々な業種が積極的に参入していることがあ

るだろう。中国のネット通販はC２C（個人間取引）

の割合が64.9%を占めるなど特異な発展をしており、

企業が参入することで消費者はより高い品質・サービ

スを享受することができる。

　次にモバイル通販の進展である。スマートフォンは

日本以上に普及しており（図表３）、モバイル経由の

ネット利用者は約５億人に達している。その28.9％に

当たる1.4億人がモバイル通販を利用している。

　こうした急成長の背景には「支付宝（アリペイ）」

などのモバイル決済システムが利用できて支払いが簡

単であること、共同購買サービスなどO2Oを利用す

る飲食店・百貨店などが増えていることがある。

４．愛国消費

　近年、国内企業の急成長に伴って中国製品の品質は

大きく改善されたが、依然として品質や機能の面で外

国製品より劣っていると考える中国の消費者は多い。

　こうしたなか、13年に中国の製品・文化を応援し

ようとする「愛国消費」ブームが起きた。きっかけは

習近平主席夫人の彭麗媛氏と、中国中央テレビの番組

「舌の上の中国」（原題「舌尖上的中国」）である。

　彭夫人は外遊の際、中国のファッションブランド

「EXCEPTION」の洋服やバッグを身に着け、中国

ブランド「ZTE」のスマホを使っている様子がテレ

ビなどで盛んに放映された。これを見た女性が「ファ

ーストレディーが使っているのなら、私も使ってみた

い」と、中国製品を購入するケースが増えている。

　「舌の上の中国」は中国人が誇りとする文化である

中華料理をテーマとしたドキュメンタリー番組。食と

いう視点から中国の様々な地域や民族の風土や文化を

垣間見られる。国民が自国の美食への自信を深めるこ

とを通じ、愛国心を高めていると考えられている。

５．特注消費

　中国人は元来「個」を求める意欲が強いが、所得の

制約から既製品を買うことが多かった。しかし、近年

の収入拡大に伴い、個性を表現できる特注品（オーダ

ーメード製品）の購入が増加している。その背景には、

一人っ子政策の実施後に生まれた「80後」「90後」が

個性や生活の質を重視する傾向にあり、この世代が消

費市場での位置づけを高めていることがある。

　旅行会社は次々にオーダーメード旅行のサービスを

始めている。ネット旅行会社「提程（Ctrip）」では、

プライベートなグループ旅行が主力になりつつあり、

14年の春節では前年の２倍に伸びて、団体旅行の20%

以上を占めるようになったという。

　こうした傾向は家具・インテリア市場でも進んでい

る。例えばクローゼットでは、顧客の要望に応じてデ

ザイナーが設計し、家具メーカーが製造するオーダー

メード製品の割合は、09年の15%から14年には40%に

急伸する見通しだ（図表４）。

図表３　スマートフォン利用率の日中比較

出所：三菱総合研究所「中国生活者調査（2013年12月）」、
　　　「生活者調査（2013年６月）」
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図表２　中国のネット通販取引金額の推移
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６． 自由消費

　80後や90後は子供の頃から学校で厳しい教育を受

け、両親や教師に反抗しないようにしつけられてきた。

そのため、両親や教師から離れた空間で、自由に友人

と余暇を楽しむことが多い。ただ、従来のカラオケや

ボーリングなどには飽きており、新たな余暇の過ごし

方を求めてきたが、関連業界の対応は不十分だった。

　そうしたなか、彼らのニーズをよく理解している

80後が自ら創業し、サービスを提供し始めている。

もともと、80後は以前の世代より高い教育を受けて

きたため、会社に就職しても仕事に満足せず、退職し

て起業している人が多い。

　最近注目されているのが「自撮りスタジオ」だ。中

国の女性は写真館でプロカメラマンに撮影してもらっ

て写真集を作ることが多かったが、このスタジオでは

自らリモコンでシャッターを押し、好きなタイミング

で自由に撮影する。オーナーが80後で、スタジオ内

のファッション性の高い装飾も人気だ。

７．信用消費

 　中国のクレジットカード発行枚数は13年で3.91億

枚（図表５）。12年のクレジットカード利用額は10兆

元（約126兆円）で、社会消費小売額の48%を占めた。

12年のクレジットカード利用額が民間最終消費支出

に占める比率は日本の19%に対して中国は53%と、中

国の方がクレジットカード先進国であることが分かる。

　急速な普及の背景には、盗難にあっても被害が少な

いこと、海外でショッピングする際、手数料なく決済

できること、割引やポイントなどの特典があることな

どがあるが、消費意識面での変化も大きい。

　カード利用の中心は80後や90後である。近年では

大学生向けクレジットカードも発行されている。80

後や90後は前の世代と異なり、貯蓄意識が低く消費

意欲が高いため、収入以上に消費する傾向が高い。親

が健在でお金の無心が可能なこともあるとみられる。

　海外旅行者の増加もカード利用額増加の一因だ。13

年の海外渡航者は１億人に達し、海外で1030億ドル

（約10兆円）を消費したといわれている。日本の観

光庁の「訪日外国人消費動向調査（14年１～３月

期）」をみても、中国人の一人当たり買い物額は13.5

万円（全体平均は6.0万円）と群を抜いている。　

８．ノーロゴ消費

　これまで中国の消費者は、裕福さを顕示するために

ロゴの目立つブランド品（ルイ・ヴィトンなど）を競

って購入してきた。しかし、現在、一線都市では、ロ

ゴが小さく目立たない「ノーロゴ・ブランド品」（エ

ルメス、プラダなど）が人気だ（図表６）。

　その背景には、12年12月に中国共産党が浪費節約

令を定め、国として反腐敗・浪費防止運動を進めてい

ることがある。また、消費者が必ずしも「高価＝良

質」ではないという考えを持つようになったこと、ノ

ーロゴ・ブランド品を選べる美的センスやコストパフ

図表４　クローゼット市場の製法別構成比

出所：宏源証券「企業レポート／索菲亜」2012年８月
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図表５　クレジットカードの成長

出所：中国人民銀行「中国2013年支付体系運行総体情況」「中国支付体系発展
　　　報告2010 ～ 2012」、国家統計局「社会消費品小売総額」、中国銀行協会
　　　「中国クレジットカード産業発展ブルーブック（2011/2012）」　　
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図表６　都市別／好きなブランド（３つまで回答）

出所：ベイン・アンド・カンパニー「2013年中国高級品市場レポート」から作成
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ォーマンスを考えた商品選択ができる理性があること

に価値を感じ始めていることも大きいと思われる。

　冒頭で紹介した高級ブランド店の二線・三線都市へ

の新規出店ラッシュには、一線都市でのノーロゴ消費

の影響もあると思われる。

９．二人っ子消費

　中国では「一人っ子政策」を進めた結果、人口問題

が深刻化し、12年から労働人口が減少トレンドに入

った。そこで中国共産党は13年11月に「一人っ子政

策の緩和（以下、二人っ子政策）」を公表。夫婦のど

ちらか一方が一人っ子なら第２子まで出産を認めるも

ので、14年２月までに20都市以上で実施されている。

　しかし、弊社のMROCを利用した「中国女性パネ

ル」での発言を見ると、２人目の子供を持とうとする

女性の割合は５割。具体的な意見をみると、特に北京

や上海など大都市の女性は、高い生活コスト（住居費

や養育費）や結婚コスト（男性が準備する住居の取得

費用）、夫婦のプライベート時間の減少などの理由か

ら、二人っ子を望まない人が多い（図表７）。

　ただ、二人っ子政策の結果、二線・三線都市を中心

に、ベビーブームが到来すると思われる。当面はベビ

ー用品に対する需要が急増し、次に幼稚園などの教育

施設の不足などの問題が生じるものとみられる。

10．公益消費

　中国の消費者の間では、生活水準の向上とともに

「公益（福祉事業）」に対する意識が高まりつつある。

淘宝網には恵まれない人たちの援助を目的とした「公

益店」が約300軒（12年末）あり、５～20元程度の少

額募金を集めている。公益店では公益事業の内容を公

開しており、自分の商品購入と実際の支援活動との連

動が明確であることが評価されているとみられる。

　寄付をする人の75%は80後、90後などの若い世代と

いわれる。参加者はまだ一部だが、社会的責任意識の

高まりとともにますます増える見通しだ。

「虫の目」「魚の目」で市場変化捉える

　現在の中国市場には以下のような特徴がある。

（1）  日本が時代ごとに体験してきた様々な消費特性

が共存している

　日本の1950年代の「ベビーブーム消費」、70年代の

「健康消費」、80年代の「ブランド消費」、90年代の

「公益消費」が同時に生じているとみられる。一方で、

ネット消費や信用消費のように、日本を凌駕（りょう

が）している部分もある。

（2）地域差が大きい

　一線都市と二線・三線都市で収入や生活費、店舗、

情報などの状況に差があり、それに応じて消費に関す

る意識や行動が異なる（二線・三線都市消費）。

（3）世代差が大きい

　何不自由なく育ってきた80後、90後がもたらす消

費ブームが起こっている（特注消費、自由消費、信用

消費、公益消費）。

（4）しかもこれらの状況がネットの普及や政策変更

で急速に変化している。

　中国市場を的確に捉えるには「中国人とは」という

ステレオタイプな議論から脱却し、「虫の目」できめ

細かく、しかも「魚の目」でタイムリーに市場変化の

方向を捉える必要があるだろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■中国女性パネル調査
参 加 者：中国７都市部の20～49歳の女性
手　　法：MROC
調査期間：2013年８月～
発 言 数：約５万件（14年５月現在）
■中国生活者調査
調査対象：20～49歳の男女
調査地域：  北京、上海、瀋陽、武漢、成都、昆明、杭州、大連、

蘇州、東莞など30都市
調査期間：13年11～12月
調査手法：Web調査
設 問 数：約1800問
※詳細は生活者市場予測システム(http://mif.mri.co.jp)まで。

図表７　二人っ子政策に対する女性の意見
普通の粉ミルクで毎月1500元、高級品なら5000～6000元かかる。お
むつの費用はまた別。月給が5000元以上でないと子育てはできない。
数年後に月給が４万元になれば二人っ子も考えますが、今は全然考えら
れないです。（北京在住／30代／会社員（事務職）／既婚・子供１人／
世帯月収1.5万～２万元）

子供は２人以上欲しくない。中国産の粉ミルクは安全性が低く、輸入品
を買わなければならない。進学も大変です。先生に贈り物をしないと、
子供のことをきちんと見てくれない。今の社会では、子供自身も生きて
いくのは大変ですよ。（成都在住／30代／自営業／既婚・子供なし／世
帯月収1.5万～２万元）

私が住んでいるところでは二人っ子は普通です。みんなの生活条件にあ
まり差がない。大半はおばあさんとおじいさんが子供の面倒を見てく
れ、経済的にも支援してくれます。（広州在住／20代／会社員／既婚・
子供なし／世帯月収３万元）

一人っ子は自己中心的で、社会に出ると様々な問題が生じるので、子供
は二人欲しい。二人っ子ならお互いに面倒も見られます。二人っ子は親
の経済的負担が大きいが、長期的に見れば必要だと思います。（西安在住
／20代／技術者／既婚・子供なし／世帯月収0.7万～１万元）

出所：三菱総合研究所「中国女性パネル（MROC）」


